ステレオターンテーブルシステム 


AT-PL300 

AT-PL300USB 


(Daudio-technica 


各部のち茄と機能 



ヒンジホ J レター 

ダストカノ（一後面のヒンジを 
差し込みます。 


アームレスト 


I -ーンアーム/カートリッジ 

先端にレコード針が取り付け5れ 
レコード藍の溝をトレースします。 

サイズセレクター 

レコード盤の大きさにより、 

30’ 17 cm に切り換えます。 


Mirsil 


ダストカバー 
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回転数セレクター 

レコード盤の回転数により、 
33‘4已回転に切り換えます。 


スタートボタンー 

夕ーンテーブルが回転し、 
トーンアームが 移動し まず。 

カットボタン 

トーンアームが 元の位置に戻り、 
ターンテーブルが 停止します。 

アームボタン- 

トー ン アームが 上下します。 
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PHONO / LINE 」 
切換スイッチ 

接続機器の仕様により、 

このスイッチを切 D 換えます。 
※詳しくは已ぺージをご覧くださし、 



■HIM 

電源コード 


ピンコード 


… … 


ダストカバーの 
外しかた 

ダストカノ く一を開さ、ヒンジか5 
上に持ち上げると取り外せます。 
取り付ける場合は、ダストカバー 
後面の差し込み□をヒンジホル 
ダーへ差し込んでください。 

ヒンジ 



付属変換ケーブル 


巿販のアクティブスピーカー 
などを接続するとさにご使用 
<ださい。 


資 















































































































組み立てかた 


レコードプレーヤーはとてもデリケートな機械です。平5な場所で組み立て、無理な力を加えないようご注意くださし、。 


〇 


ターンテーブルを 

スピンドルに合わせて設置する。 


開□部 


ターンテーブル 


夕ーンテープルの中むの巧をスピンドル 
に合わせて設置しまず。 


么を意 

ターンテーブルを 落下させないよラし っ 
かりとお持ちください。けがや本製品の 
故障の原因となります。 


モータープーリー (を色) 


スピンドル 



© モータープーリー(金色)に 

ベルトを かける。 IJ ボンテ-プモ-夕-プ -IJ- (金色) 


開□部を モータープー IJ - 
(金色）に合わせ、あらかじ 
めベルトに取り付けてある、 
赤い U ボン テープの 両端を 
引っ張りながら、図のように 
モータープー U - (金色）に 
ベルトをかけます。その際、 
ベルトがねじれないよラに 
ごま意ください。 



まっすぐ ねじれている 
\_ J 


その後、ベルトか su ボンテープを 
引き巧さます。 
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ターンテーブルシートを 
夕ーンテーブルに敷く。 


夕ーンテーブルシートのセンター巧を 
スピンドルに合わせて敦さます。 

その後、 EP アダプターを左上の専用ス 
ぺースに設置します。 


※夕ーンテーブルシートは捆包箱の" MAT" と記 
入された段ボールの間にはさんであります。 



夕ーンテーブルシート 


ターンテーブル 
































































接続のしかた 


A ご本製品を接続ずる前に必ず、接続機器(システムコンポやアンフ、パソコンなど)の電源を切ってから接続してください。 
/±*胃 電源が入ってると本製品や接続機器の故障の原因となる場合があります。 


〇 接続機器に合わせて 

背面のスイッチを切り換える。 

本製品にはフォノイコライヴー機能*び内蔵されています。 
接続機器に合わせて背面のスイッチを切り換えてください。 

Q 接続機器に PHONO 入力びない場を 

接続機器に PH 日 N 日入力がなく、 AUX ( UI \ IE ) 端子などに接続ずる場台はス 
イッチを LINE 測に切り換えます。 

幸フォノイコライザー機能はオンになります。 

10 接続機器に PHONO 入力がある場合 

接続機器ヴンプなど)に PHONO (フオノ)入力があり、その端テに接続する場 
合はスイッチを PH 日 N 0側に切り換えます。 

*フオノイコライザー機能はオフになります。 



^^フォノイコライザー機能とは、アナログレコー 
ド特有の録音ち式を変換する機能です。 


© ピンコードを接続機器の PH 日 N 0端子 
または AUX ( UNE ) 端子に接続する。 


ピンコードのホいプラグ （R) を接続機器 
のちチャンネルの）、白いプラグ （L) を左 
チャンネル （L) の入カジャックに、それぞ 
れしっかりと差し込んでください。 

接続機器に PHONO 入力端子がなし、とき 
は、 AUX(LINE) 端子などに接続してくだ 
さい。 


参接続機器背面(アンプなど) 



\ J 



手でターンテーブルを 
1日回転させる。 


〇 


電源プラグを 
AC コンセントに差し込む 


I-ーンアームを止めてあるビニタイを取り外し、アームボ 
タンを押してアームを上げます。手でターンテーブルをゆ 
つくり矢印の方向に10回転させます。 

※トーン アームが動くことがありますのでごミ主意ください。 

(ベルトのゆがみをなくし、ターンテーブル中央になめ5かに掛かるように 
するための作業です。） 


トーンアーム 


ビニタイ{外す) 
CUT ボタン 


アームボタン 



電源プラグを AC コンセントに差し込みます。 



使用上のを意 


411111 = 11?： 

115： 


^カート U ツジのプ□テクターはがさ 
ずに、電源プラグを AC コンセントに 
差し込みまず。もしターンテーブル 
が回転した場合は 、I ンアームに 
は軸れずに CUT ボタンを巧し 、I 
ンアームが元の位置に戻るまでお 
待ちください。 


•本製品に電源スイッチはありません。使用していないときも待機電 
流が流れていますので、長時間ご使用にならないときは、 AC コン 
セントから電源プラグを抜いて<ださい。 















































































アクティブ スピーカーとの 接続のしかた 


本製品をアクティブスピーカーに接続する場合は付属の変換ケーブルを使用し、下記のように接続してくださし、。 
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€ 


€ 
























































演奏のしかた 


自動演奏 


© カートリッジの 

プ□テク ターを 外す 


まっすぐ手前に 
引き抜く ^ 

〜プ□テクター 

下ち向に力が加わると、針び本体よりかれてしまう場合がありまず。 

針ががれた場合や外れかかっている場合はかさな音しか出ませんので、「重十 
交換のしかた」 ( P 7) をご覧いたださ、針を正しく取り付け直してください。 




ターンテーブルに 
レコード盤を載せる 




レコード盤の 
サイズを設定する 



直径 30 cm の LP レコード吟3日 
直径 17 cm の EP レコード今17 



回転数を 
設定する 



33-1/3 回転レ]-ド吟 ■33 
4己回幸5レコード 吟一4目 
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「 START 」 
ボタンを押す 



参演、奏を中断するとをは 

「アーム」ボタンを押してくださし、。 



•演奏を停止したいとさは 

に UT」 ボタンを押してくださし、。 



* 演奏が終了すると 
アームは自動的に 
アームレストに戻りまず。 


ニユアル演奏 



r アーム」ボタンを押す。 

「アーム」ボタンを巧すと 

アームレストから卜ーンアームが浮さ上びります。 



《 「START」 ボタンを押すか、卜ーンア 
ームをターンテーブル 上に移動する 
と自動的に電源び入ります。 

卜ーンアームをアームレストにおすと 
自動的に電源び切れます。 



I ノ —I—K 般に 

針先を移動させる 


上記自動演奏の手順①〜@を行った後、 
レコード盤の聞さたい場所に 
トーンアームを移動すると 
夕ーンテープルが自動的に回転します。 




r アーム」ボタンを押す。 

「アーム」ボタンを巧すと 
針が下がって演奏が開始されます。 



使用上のま意 


•ターンテーブル回転中にアームを中むに近付ける 
と、アームはアームレストに戻ろうとしますが、これ 
を無理に止めないでください。故障の原因となり 
まず。アームがアームレストに戻らないときは、 

に UT 」 ボタンを巧すと自動的に戻りまず。 

♦ターンテーブルシートがミちれているとレコード盤に 
傷が付きやすくなりますので、ときどきターンテー 
ブルシートを列■して、ホコリなどを化ってください。 

♦使用後は、レコード盤の傷付きやソリを防止ずるた 
め、レコード盤をがしてください。 

♦ディスクスタビライザーは使用しないでください。 

♦付属品似がのターンテーブルシートは使用しない 
で < ださい。 

♦本製品は DJ 用ではありません。演奏中のターンテ 
ーブルには触れないでください。 

































































針交換のしかた 


カートリッジの針先が摩耗ずると音質び悪くなるばかりではなぐ、レコード盤を傷める原因となります。 

再生時間400時間を目まに交換してください。 

下の作業を行なう場合は、ヘッドシェルと力ートリッジ本体をしっかりお持ちくださし、。 

※針交換を行なう師こ、必ず接続している機器の電源を切り、本製品の電源プラグをコンセントか5巧いてくださし、。 


使用上の注意 


♦針先に指で軸れたり、衝撃を与えないでください。 

♦お客様の不ミち意及び列部要因による針巧れなどは、保証の対象がとなりますのでご注意くださし、。 


取り外しかた 


ノブの先端を回転させ 
るよラに、手前下向をに 
巧し下げてください。 



取り付けかた 


斜め下ちか日、ノ 
ブのとがった部分 
をヘッドシェルの 
裏側にあるくぼみ 



差し込み部分を支 
，卓、として、カチツと 
いラ音が出るとこ 
ろまでノブの先端 
部を上方向に巧し 



© ヘッドシェルと力一 
卜 IJ ツジに隙間がな 
いことをお確かめ 
ください。 





交換針: ATN 3 已 OOL 


ベルト交換のしかた 


ベルトは消耗品です。再生速度が遅くなったり、回転ムラび発生した場合はベルトを交換してください。 

1年を目安に交換することをおずすめします。 

※ベルト交換を行なう前こ、必ず接続してしぶ機器の電源を切り、本製品の電源プラグをコンセントか5抜いてくださし、。 


〇 本体か!5夕ーンテー乃レを取り外し、 
ちいベルトを取り除さます。 



© 夕ーンテー刀レを裏返し、 

内円部の外周にベルトをかけます。 




夕ーンテーブルを本体に 
はめ込みます。 

開□部と 




モータープー U —(金色）に 
ベルトをかけます。 


モータープーリー(を色） 




©でセットしたベルトを 
つまんで引っ張りなび5、 
モーターフ ー U - (金色)に 
かけて<ださい。 
































